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4 常願寺 川 河口 付近 を 最良 の 住み 家 と する サギ の 群 


住み よい 富山 県 を つく る 

曲山 県 に 繁栄 を も た ら す 

益 い 世代 を 育て る 

この 3 ツ の 施策 を 基調 と し て 自然 と 人 間 が 
調和 し あう 豊か な 高度 福祉 社会 を 楽 く こと 
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都市 化 や 産業 開発 な ど が 急速 に 進む と き 、 こ の 計画 の すばらし ぐ 
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精 薄 者 の 施設 充実 、 上 下水 道 の 完備 、 道 路 網 の 拡充 整備 
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問題 は 多い 。 し か し 県 民 の 福祉 の な いと ころ に 豊か な 発展 は な いと 、 各 面 
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動 の 拠点 。 こ の セン ター は 、 商品 テス ト ・ 消 費 者 啓発 ・ 苦 情 相談 を 
3 本 の 柱 に し て 、 消 費 生 活 リ ー ダ ー の 養成 や 、 移 動 相談 に も て か け 
る な ど 、 理 諭 よ り 実践 を + トー に 、 科 板 的 に 取り 組ん で いる 。J 


リ 購 か な 、 あ す の 生 活 を 築く た め に 


また 、 不 良 食 品 を を 一掃 し よう と 、 保 健 所 を を 中心 に 食 中 店 視 の 日 が 光る 


消費 者 4 ツ の 了 度 消費 者 4 ツ の 権利 


聞く 知ら され る 
見 る 選択 で きる 
六 る 安全 で ある 


試み る 意見 が 反映 され る 


《 人 公害) と 一 に いっ て も 、 そ の よっ て きた る 原因 な り 現 象 は 数 多 マ 県 庁 内 に 設置 され て いる 大 気 監視 テレ メー ター 


それ ぞ れ に 住民 の 生活 環境 を お び ひ や か し 、 自 然 環境 を 破壊 する 
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日 本 の 屋根 《 立 山 連 峰 》) は 、 富 山県 
の 象徴 。 な が い 間 、 厚 い ベ ー ル に 包 
まれ て いた 信仰 の 山 山 へ 、 い ま は 立 
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